
提

出

者

山

本

喜

代

宏

平
成
十
七
年
七
月
十
九
日
提
出

質

問

第

一

〇

〇

号

中
国
電
力
株
式
会
社
島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
処
分
（
島
根
原
発
三
号
機
増
設
許
可
）
に
関

す
る
質
問
主
意
書

100



中
国
電
力
株
式
会
社
島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
処
分
（
島
根
原
発
三
号
機
増
設
許
可
）
に
関

す
る
質
問
主
意
書

本
件
処
分
に
か
か
わ
る
原
子
力
安
全
・
保
安
院
が
実
施
し
た
安
全
審
査
は
、
中
国
電
力
株
式
会
社
が
実
施
し
た
調
査
結
果
に

全
面
的
に
依
拠
し
、
敷
地
周
辺
の
耐
震
設
計
上
考
慮
す
べ
き
活
断
層
と
し
て
の
宍
道
断
層
の
長
さ
を
、
松
江
市
福
原
町
か
ら
鹿

島
町
南
講
武
を
経
て
尾
坂
ま
で
の
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
加
え
、
さ
ら
に
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
方
の
鹿
島
町
佐
陀
本
郷
ま
で

の
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
宍
道
断
層
に
つ
い
て
、
中
田
高
広
島
大
学
教
授
（
当
時
）
が
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
委
託
を
受
け
て
三
年
間
に

わ
た
り
実
施
し
た
調
査
研
究
（
「
平
成
一
六
年
度
原
子
力
安
全
基
盤
調
査
研
究

活
動
度
の
低
い
活
断
層
に
よ
る
地
震
の
評
価

手
法
に
関
す
る
研
究
」
以
下
、
調
査
研
究
と
略
す
）
に
お
い
て
、
宍
道
断
層
の
断
層
線
は
長
さ
が
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ

り
、
�
層
と
�
層
に
か
か
わ
る
イ
ベ
ン
ト
発
生
時
期
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
お
よ
そ
五
千
八
百
年
前
か
ら
三
千
三
百
年
前
、

一
万
二
千
年
前
か
ら
五
千
八
百
年
前
と
推
定
し
、
松
田
式
に
基
づ
く
と
最
小
で
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
ク
ラ
ス
の
地
震
を

発
生
さ
せ
る
可
能
性
が
強
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
こ
で
つ
ぎ
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一



一

経
済
産
業
省
は
、
許
可
処
分
に
当
た
り
こ
の
中
田
教
授
ら
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
、
検
討
対
象
と
さ
れ
た
の
か
。
検
討
対

象
と
さ
れ
た
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
検
討
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院

が
実
施
し
た
安
全
審
査
で
は
、
調
査
研
究
に
つ
い
て
の
記
述
が
一
切
な
い
。
こ
れ
は
検
討
し
て
い
な
い
証
左
と
考
え
る
が
、

間
違
い
な
い
か
。
ま
た
、
検
討
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

耐
震
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
知
見
に
基
づ
い
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
中
田
教
授
ら
の
調
査
研
究
に
つ

い
て
は
、
最
新
の
知
見
に
該
当
し
な
い
の
か
ど
う
か
。
し
な
い
と
す
れ
ば
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

松
永
和
夫
原
子
力
安
全
・
保
安
院
長
は
、
「
今
回
の
調
査
結
果
は
、
〇
二
年
に
教
授
が
発
表
し
た
論
文
と
同
じ
内
容
。
研

究
者
は
数
十
万
年
前
以
降
の
地
震
活
動
が
あ
っ
た
場
所
を
活
断
層
と
し
て
い
る
が
、
国
の
基
準
で
は
五
万
年
前
以
降
。
そ
れ

に
今
回
の
教
授
の
調
査
は
、
空
中
写
真
の
み
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
」
（
「
山
陰
中
央
新
報
」
平
成
一
七
年
七
月
六
日
号
）
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
新
聞
報
道
に
誤
り
は
な
い
の
か
。
誤
り
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
報
道
ど
お
り
の
認
識
を
現
時
点

に
お
い
て
も
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
報
道
が
誤
り
と
す
れ
ば
中
田
教
授
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
認
識
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


